
           

                

      

吸入性化学物質の有害性の高低を予測する方法である。試験物質を投与

した培養細胞における遺伝子の発現に基づいて有害性を予測することができ

るので、不必要な動物実験を減らすことができ、より安価で簡易に有害性が

評価できる。 

労働現場では健康障害を発生させないために吸入性化学物質の有害性を

評価することは非常に重要である。吸入性化学物質の有害性は、これまで動

物試験で評価が行われてきたが、高額であること、熟練が必要であること、

判定までの期間がかかること、動物愛護の問題があった。そのため、培養細

胞を使った新しいスクリーニング試験が必要とされている。  

新規に開発した吸入性化学物質の人体への有害性評価を必要とする企業

等との連携。 

本発明者らは、有害な吸入性無機化学物質に共通して発現量が変

化する遺伝子群を特定することに成功した。本シーズでは、吸入性化

学物質を投与された肺胞マクロファージのモデル実験系を用いて、試

験物質を投与した培養細胞における遺伝子発現パターンに基づいて吸

入性化学物質の有害性を予測する方法が提供される。   
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